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IPアドレス空間を俯瞰し、インシデントの全容、関連性を把握
前兆をとらえることで対応時間の短縮、被害の最小化

重要インフラ事業者が登録するＷｅｂサイトの応答時間を定期的に計測することで、サイトの動作
状況を統計的に監視し、動作異常や外部からの大量のトラフィック等を検知し、複数の観測を複
合的に見ることで、異常の早期発見・事実の確認、原因推測をより正確に行い、重要インフラ
サービス等の被害軽減、サービスの維持、早期復旧を容易にすることを目指す取組み

セプターカウンシルにおける情報共有①
～Webサイト応答時間計測システム～
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システムからの情報を多角的に判断
・セプター別での影響範囲
・IPアドレス空間での影響範囲等
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